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12 下の図の台形ＡＢＣＤは，ＡＤ//ＢＣ，∠Ｂ＝∠Ｃである。このとき，ＡＢ＝ＤＣとなることを証明し
たい。次の（１）・（２）の各問いに答えなさい。

Ａ Ｄ

Ｂ Ｃ

（１）図１のように，点Ａを通ってＣＤに平行な線分ＡＰを引く。 に当てはまる言葉や記号を入

れて証明を完成させなさい。

図１

Ａ Ｄ

Ｂ Ｃ
Ｐ

証明） 四角形ＡＰＣＤは，ＡＤ//ＢＣ，
ＡＰ//ＤＣだから，

なので， である。

よって，ＡＰ＝ ・・・①

また， が等しいので，

∠ＡＰＢ＝ ・・・②

∠Ｂ＝∠Ｃであるから，②より，

∠ＡＰＢ＝ だから，

△ＡＢＰは である。

よって，ＡＢ＝ ・・・③

だから，①，③より，

ＡＢ＝ である。
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（２）（１）とは別の方法で，ＡＢ＝ＤＣとなることを証明しなさい。ただし，証明のために引いた補助線

は消さずに残しておくこと。

Ａ Ｄ

Ｂ Ｃ

証明）
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説明） 底面の円の半径をａ（㎝），おうぎ形の半径をｂ（㎝）とすると，

12 （１）

証明） 四角形ＡＰＣＤは，ＡＤ//ＢＣ，
ＡＰ//ＤＣだから，

２組の向かい合う辺が平行

なので， 平行四辺形 である。

よって，ＡＰ＝ ＤＣ ・・・①

また， 同位角 が等しいので，

∠ＡＰＢ＝ ∠Ｃ ・・・②

∠Ｂ＝∠Ｃであるから，②より，

∠ＡＰＢ＝ ∠Ｂ だから，

△ＡＢＰは 二等辺三角形 である。

よって，ＡＢ＝ ＡＰ ・・・③

だから，①，③より，

ＡＢ＝ ＤＣ である。

２π× ｂ
２πａ

＝
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（２）解答例１）

Ｅ

Ａ Ｄ

Ｂ Ｃ

証明） 図のように，辺ＡＢと辺ＤＣを延長して交わった点をＥとして，

△ＥＢＣを作る。

△ＥＢＣは∠Ｂ＝∠Ｃの二等辺三角形より，

ＥＢ＝ＥＣ・・・①

ＡＤ//ＢＣより，同位角が等しいので，
∠Ｂ＝∠ＥＡＤ・・・②

∠Ｃ＝∠ＥＤＡ・・・③

②，③と∠Ｂ＝∠Ｃより，

∠ＥＡＤ＝∠ＥＤＡ

だから，△ＥＡＤは二等辺三角形になる。

よって，

ＥＡ＝ＥＤ・・・④

①，④より，

ＥＢ－ＥＡ＝ＥＣ－ＥＤ

ＡＢ＝ＤＣ
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解答例２）

Ａ Ｄ

Ｂ Ｃ
Ｅ Ｆ

証明） 図のように，頂点Ａ，Ｄからそれぞれ底辺ＢＣに垂線を引き，

交点をそれぞれ，Ｅ，Ｆとする。

△ＡＢＥと△ＤＣＦで，

仮定より，

∠Ｂ＝∠Ｃ ・・・①

頂点Ａ，Ｄからそれぞれ底辺ＢＣに垂線を引いたので，

∠ＡＥＢ＝∠ＤＦＣ＝９０°・・・②

①，②より，２つの三角形の２組の内角が等しいので残りの内角も

等しくなり，

∠ＢＡＥ＝∠ＣＤＦ・・・③

ＡＤ//ＢＣより平行線間の距離は等しいので，
ＡＥ＝ＤＦ・・・④

よって，②，③，④より，１辺とその両端の角が等しいので，

△ＡＢＥ≡△ＤＣＦ

ゆえに，

ＡＢ＝ＤＣ


